
情報システム・バックアップオフィス研究会（ITBO研） 2021年度 第 8回 議事録 

 

１． 開催概要 

• 開催日 ：2021年 12月 17日（金）18:00～20:00 

• 開催場所 ：ZOOM開催 

• 進行役 ：加藤（本年度座長） 

• 議事録作成： 加藤 

• 出席者数 ： 6名（出席者名は末尾参照） 

 

２．議事内容 

（１）運営会議の報告 

今月開催の運営会議の内容を研究会メンバーに報告した。 

 

（２）サイバーセキュリティ普及啓発セミナー紹介 大塚 

• IPAの方がサイバーセキュリティ経営ガイドライン 2.0について講演し、その後でパネルディスカッ

ション 
• このガイドラインと別に「中小向けガイドライン」がある。 

 

以下説明 

 

• 感染後の対応が大事であり、最悪のケースを想定した事業継続 事前の対策 

• PCの至るところにあり、駆除するのは困難 

• 最悪の事態を免れるためにはいち早く察知し、隔離遮断 

• 躊躇されている 勇気と遮断   日本 17時間かかっている。 

• 後押しするのは CSIRT 

• 事前のバックアップ 

• 暗号化されたデータの復旧 

• 漏洩したデータは別 

• 完全なバックアップ 

• 完全なバックアップと確実な復旧手順 

• 代替サーバー クラウド 

• バックアップは復旧手順からの逆算 RTO RPO 

 

岡  

• サイバーセキュリティの考え方だが、データとセキュリティを分ける 

• システム クラウド側での開発 開発方法にも影響する 

• 構成管理 と データ は一致しない。ＰＣなのかサーバーか。 

• ＰＣからサーバーまでの間をどうやって守るかで大分様相が違ってきている。 
• 今主流なのはエージェントタイプ 

 

大塚 予算が無い時には、どこまでやったらいいのか？ 

 

岡 ベーシックプラン 水際だけ 

 

水落 セールストークに乗らない方がよい 



 

岡  

• 次はセキュリティの人材育成 

• 長期戦略 
• 投資対リターンの見極め 

 

 

水落  

• ストレージ設計 いくらでも大きくできる。 
• 決められた時間でバックアップできるか？ 使わない方がいい。 

 

（３）IPA DX白書の説明 野原 

 

先週の土曜日実施した講演の内容。 

 

• いろいろと定義がある。 

• ストルターマン教授 

• 情報通信白書の定義 

 

✓ ディジタイゼーション 

▪  RPA 

✓ デジタライゼーション 
▪  ビジネスモデルの変革 

✓ デジタルトランスフォーメーション 
▪ 社会の変革 

✓ これらの違い 

 

• Society5.0 

• DX戦略の策定と推進 

• トランスフォーメーションが大事 

• 何になりたいんだ、という利点がないと、その段階でデジタルが出てくる。 

• 社会変革を 1企業が起こせるか？ 

• リスクはチャンスと言う意識が米国では強い 

• アジャイルの原則に則った DX推進 

• 評価とガバナンス 

• デジタル人材 

• DXを支える手法と技術 

• CDO chief data officer 

• DMO 

• 日本は中小企業が多い 

• DXを支える技術 

• AI 

• 文系思考でニーズを捉え、、、 

 



 

３．次回 

 1月 25日（火）18時－20時、ZOOM開催 

 

４．出席者（敬称略 50音順） 

 大塚、水落、野原、岡、吉川、加藤 

 

 

以上 


